
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のＱ＆Ａ：【国民年金の第３号被保険者について教えてください】 

65 歳を迎え、定年後の再雇用で定年前と同じ勤務時間で働いています。10 歳年下の妻は、私の健康保険の

扶養家族となっており、近くのスーパーでパート勤務をしています。先日、妻の勤務先から国民年金の第３

号被保険者に該当しなくなったので国民年金の手続きを取るように言われました。これはなぜでしょうか？

国民年金の第３号被保険者に該当するのは、厚生年金などの被保険者である第２号被保険者に扶養される配

偶者で、年収要件（130 万円未満）をクリアする 20 歳以上 60 歳未満の人です。 

ところが厚生年金保険などに加入している人であっても、65 歳以上で老齢基礎年 

金などを受ける権利がある人は、第２号被保険者から除かれることになっていま 

す。つまりあなたが 65歳を迎えて、老齢基礎年金の受給権を取得したため、引 

き続き厚生年金の被保険者であっても第２号被保険者に該当しなくなりました。 

それに伴い、奥さまも国民年金の第３号被保険者から外れることになるわけです。 

 中奥事務所通信 “おもしろきこともなき世をおもしろく”
４月号 VOL．70 

今月のキーワード：【wake-up call】 
うたた寝が気持ちいい季節ですね。寝坊できない

ときに電話をかけてもらうサービスに「モーニン

グコール」がありますが、これは和製英語であり

正しくは“wake-up call”といいます。携帯電話

のアラームなどの普及でこのサービスを使う人は

少ないかもしれませんが、この言葉は「注意喚起」

という意味でも使われます。“The recent extreme 

weather is a wake-up call for us to act on climate 

change.”「最近の異常気象は、気候変動に対して

行動を起こすための警鐘だ」といった具合です。 
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アフリカの先住民であるマサイ族には「１年＝365 日」という概念がなく、雨季か乾季かで１年を認識するそ

うです。自分の生年月日も年齢も知らず、人生を「少年・戦士・成人・長老」の４段階に分け、今は「子ども」

か「大人」かといった認識でそれ以上、細かいことは考えないとか。ちょっぴりうらやましく感じませんか？ 

【重要なのは技術】 

「重要なのは技術で、技術は教えられる。だから

研修なんです」。これは刑事事件が専門で、法廷技

術の研修を行う弁護士の後藤貞人氏が朝日新聞の

インタビューで語っていた言葉です。技術はない

が情熱がある医師と、飲んだくれだが腕は確かな

医師のどちらに命をあずけたいか？と後藤氏は問

いかけていました。情熱や熱意は目に見えやすく、

人に伝わりやすいから称賛されやすい。確かに熱

量で突破できる壁もありそうです。それに比べる

と、技術は地味かもしれません。習得するにも時

間や忍耐、努力が必要です。しかし弁護活動に限

らず物事を動かすときに役に立つのは多くの場

合、技術です。技術のいいところは練習すること

で身につくところ、高い技術を人から学べるとこ

ろです。そうして習得した技術を人々が持ち寄り、

社会が回る。実は地道に技術を磨くことで私たち

は社会の中で大事な役割を果たしているのです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の商売のヒント：【稼ぐ力、生かす力】 

人には色々な能力があります。「お金を稼ぐ力」もひとつの能力で

しょう。お金を稼ぐ力とは、単なる儲け方のノウハウなどではあり

ません。例えば、付加価値を生み出す力。さらにはお金を稼ごうと

する意欲や貪欲な姿勢も「稼ぐ力」ではないでしょうか。商売をす

る上でもお金を稼ぐ力はとても重要です。ところが世の中には、お

金を稼ぐ力はあるのに商売がうまくいっていない人たちもいます。

つまり大成功している人たちは「お金を稼ぐ力」のほかにも商売に

おける大事な能力を持っているのでしょう。それは「お金を生かす

力」ではないかと思います。お金を稼ぐのが上手な人は、お金の生

かし方も上手かと思いきや「稼ぐ力」と「生かす力」は別物で、稼

いだお金を生かせない人は少なくありません。ではお金を生かすと

はどういうことでしょうか。「お金を生かす＝お金を増やす」と思

っている人は、稼いだお金を投資などで運用して増やそうとするか

もしれません。それもひとつの生かし方 

ではありますが、商売を続けていくには 

守りの姿勢が大事なときもあります。 

「増やす」より「減らさない」で維持し 

ておく。次の展開のために稼いだお金を 

しっかり蓄えておくことも、お金を生か 

す大事な一面だと思います。現に大きく 

稼いでいないのに商売が順調に続いている人たちは、大勢います。

稼ぐ力と生かす力。どちらも商売に欠かせない大事な能力ですが、

稼ぐ力があると、うっかり調子に乗ってしまうのが人間のかわいい

ところです。億単位のお金を稼いでも、その稼いだお金で何をする

かが肝心なのは言うまでもありません。 

今月の気になっていたあの言葉：【円キャリー取引】 

低金利の円を市場で借りて高金利の国で運用し、その運用益と金利の収益を狙う取り引きのこと。海外のヘッ

ジファンドを中心に、円キャリー取り引きが増えて円安の要因となる。海外で利下げが実施されると、円キャ

リー取引解消のための円買いが行われるため円高が起こる。市場では日銀の動きが最大の焦点となっている。 

事務所公式 LINE を始めました。 

法改正など必要な情報を短い動

画で配信していきます。 

ぜひ登録してください！ 

就業規則・給与計算・有休の相談などなら 

社会保険労務士・行政書士 中奥事務所  

〒668-0024  

兵庫県豊岡市寿町５－３   

電話：0796-24-8677  

ＦＡＸ：0796-24-8678       


